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■ 評価 ■

被災地ならばこそ「災害用備蓄品」の有効活用に着目し、これまで廃棄されることが多かった災害用備蓄品を、生協の
物流を利用して福祉施設や各種の団体等へ提供することに取り組み、廃棄食品の削減に大きく貢献している。この取組は、
食品関連企業以外の事業者等からの寄贈など、支援活動の輪が拡がってきているとともに広範囲の地域での活動に展開さ
れ、被災地の活力となり、大きく社会貢献している点が評価できる。

■ 具体的な取組内容 ■

当連合会は、「食品ロス削減」と「誰もが安心して暮らせる地域社会」を目指し、東
北 6県 9生協と連携してコープフードバンクの活動を行い、企業より余剰食品の無償
提供を受け、これを福祉施設や生活困窮者にお届けしています。
東日本大震災を経験した気仙沼市から、賞味期限切れが近い「災害用備蓄品」を有効

に活用できないかという相談を受け、調理の不要な食品が重宝されることが多い生活困
窮者に提供したことが始まりです。
そのことがメディアに取り上げられ、これまで生協で取引がある企業や自治体などか

ら問い合わせや相談が増え、2016 年度は食品を取扱っている企業だけでなく、これま
で生協と取引が無かった企業や自治体、大学などから「災害用備蓄品」の寄贈がありま
した。
フードバンクは、無資格・無許可でも活動ができるため、寄贈者との信頼関係を築い

ていくことが重要なことから、入出庫記録などのシステム管理を徹底しています。
また、社会福祉協議会と連携してフードバンクに取り組むことで支援の輪が広がり、生活困窮者の食事面での不安が解

消され、前向きな目標を持つことができたことにより、社会復帰された方もいます。
消費者、特に若い人たちに賞味期限の意味や食品の買い方についてアドバイスすることにより食への関心が高まり、家

庭での食品ロスの削減へと繋がっています。
宮城県を中心に行っていた活動は、生協の物流ネットワークを活用し、東北 6県に広がり、現在 279 団体に日用品や食

料品、備蓄品などを提供しています。この活動では支援先の皆様からのお礼のお手
紙などを、寄贈いただいた企業等へ報告を行っています。

■ 今後の目標 ■

今後は、物流の帰り便の有効活用や全国のフードバンクとの情報交換及び連携、
企業等への呼びかけを積極的に行うことで、なお一層の災害用備蓄品を含めた有効
活用に努めていきます。

東北大学との協定の締結式の様子 気仙沼市より栄養食品の提供の様子 提供先から頂いた災害用備蓄品

支援先からのお礼の手紙


